神奈川大学非文字資料研究センター2011年度 第２回公開研究会

「新メディアと近代上海」国際シンポジウム
●日時:2012年2月25日～26日　
●場所:中国・上海師範大学都市文化研究センター　大会議室
●内容（予定）
2月25日（土）
第一部　新聞メディアと上海の近代 　
（１）「江南商務報と1901年の上海」載鞍鋼（復旦大学）
（２）「新聞と近代国民性の形成―『杭州白話報』を事例に」謝俊美（華東師範大学）
（３）「映画の記録から見る上海の記憶―ソ連の『上海紀事』ドキュメントを中心に」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　張景岳（上海音象資料館）
（４）「映像に描かれたアジアの都市研究―清水宏監督の『京城』」冨井正憲（漢陽大学）
コメンテーター　村井寛志（神奈川大学）　 洪煜（上海師範大学）
第二部　上海‐新聞と文学の狭間　
（１）「上海での日本人の新聞雑誌の発行―『上海新報』と『上海案内』を事例に」
　　　　　　　　　　　　　　　孫安石（神奈川大学）
（２）「現代派小説の中のジャポニズム小説-『蝶々夫人』を事例に」
中村みどり（早稲田大学）
（３）「鲁迅と瞿秋白の翻訳に関する討論をめぐって」鈴木将久（明治大学）
（４）「1930年代中期以降の中国モダニズム文学について―《小説》、《文芸画報》、《六芸》

をめぐって」城山拓也（大阪市立大学）
（５）「1930年代の日本の上海イメージ―『犯罪科学』と『犯罪公論』を中心に」
　　　　　　　　　　　　　　　徐青（浙江理工大学）
コメンテーター　邵雍（上海師範大学）　大里浩秋(神奈川大学)
2月26日（日）
第三部　現代上海とメディア社会　　　
（１）「上海で働く日本人女性－その現状とメディアが学生たちに伝えたこと」 
石川照子（大妻女子大学）
（２）「サンタが上海にやってきた」岩間一弘（千葉商科大学） 

（３）「清末画報の中の女性と都市空間」姚霏（上海師範大学）
（４）「戦前期の日本製ポスターに見られる中国イメージ」田島奈都子（姫路市立美術館）
（５）「日本の租界研究動向について」大里浩秋（神奈川大学）
（６）「『銀行周報』（1917-1925年）と近代上海の銀行業」金承郁（ソウル市立大学）
（７）「戦後上海と香港のメディア状況について」村井寛志（神奈川大学）←トル
コメンテーター　　　載鞍鋼（復旦大学）　李培徳(香港大学）
第四部　メディアと都市文化　　　　
（１）「清末民初の妓女とメディア」邵雍（上海師範大学）
（２）「上海における欧米ラジオ放送について」張姚俊（上海市檔案館）
（３）「言論の自由を守れ―近代上海の記者クラブ」江文(上海社会科学院)

（４）「近代新聞と都市文化研究―上海の小報を中心に」洪煜（上海師範大学）
（５）「場所を記憶するメディアとしての“歴史景観”－上海都市再生における近代歴史景観の利用を事例に」韓智恩（ソウル市立大学）
（６）「R.H.ブラントンによる横浜居留地の下水道整備について」内田青蔵（神奈川大学）
コメンテーター　石川照子（大妻女子大学）　岩間一弘（千葉商科大学）
総合討論　司会　楊剣龍(上海師範大学）　孫安石（神奈川大学）
共催：神奈川大学非文字資料研究センター・上海師範大学都市文化研究センター
　　　ソウル市立大学都市人文研究所
お問合せ先は、外国語学研究科中国言語文化専攻　孫安石 TEL(045)-481-5661 (内線4524)
